
調査期間： 2015.06.04～06.07
調査方法： リビング新聞公式ウェブサイト「リビングＷｅｂ」にてWEBアンケート
有効回答数 ： 女性303 平均年齢：43.8歳

女性（2015年/全国）
「暮らしの不便・不満についてのアンケート・食品編」

調査概要・回答者プロフィール調査概要・回答者プロフィール

調査期間 ： 2015.06.04～06.07
調査方法 ： リビング新聞公式ウェブサイト「リビングＷｅｂ（全国）」にてWEBアンケート
有効回答数 ： 女性303 平均年齢：43.8歳

独身【未既婚】

有効回答数 ： 女性303 平均年齢：43.8歳
設問・回答形式 ： 調味料などジャンル別に総て、自由記述式

【居住地】

ｎ %
北海道　 3 1.0

独身

26.4%
【未既婚】

【働き方】
北海道　 3 1.0
青森県　 2 0.7
宮城県　 3 1.0
秋田県　 1 0.3
福島県　 4 1.3
栃木県　 1 0.3

ｎ %
滋賀県　 3 1.0
京都府　 4 1.3
大阪府　 54 17.8
兵庫県　 31 10.2

既婚

73.6%
専業主婦

40.6%

パート・ア

ルバイト

ワーク

19.5%

そのほか

6.6%

栃木県　 1 0.3
群馬県　 2 0.7
埼玉県　 12 4.0
千葉県　 17 5.6
東京都　 71 23.4
神奈川県　 47 15.5

兵庫県　 31 10.2
奈良県　 2 0.7
和歌山県　 1 0.3
鳥取県　 1 0.3
岡山県　 3 1.0
広島県　 3 1.0

40.6%

フルタイ

ムワーク

33.3%

【子どもの有無】
神奈川県　 47 15.5
石川県　 3 1.0
山梨県　 1 0.3
長野県　 1 0.3
静岡県　 2 0.7
愛知県　 17 5.6

広島県　 3 1.0
香川県　 1 0.3
愛媛県　 4 1.3
福岡県　 6 2.0
鹿児島県　 2 0.7
全体 303 100.0

いる

57.4%

いない

42.6%

33.3%
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リビングくらしHOW研究所は女性の意識と行動を分析・研究する、リビング新聞グループのマーケティングカンパニーです。

あらゆる消費の中心に存在する女性生活者と、より深く、効果的なコミュニケーションを実現するための情報を発信しています。

ウェブサイトhttp://www.kurashihow.co.jp 問い合わせTEL03-5216-9420FAX03-5216-9430

三重県　 1 0.3 全体 303 100.0



調査期間： 2015.06.04～06.07
調査方法： リビング新聞公式ウェブサイト「リビングＷｅｂ」にてWEBアンケート
有効回答数 ： 女性303 平均年齢：43.8歳

女性（2015年/全国）
「暮らしの不便・不満についてのアンケート・食品編」

◆ハム・ソーセージ はがしにくいハム、開けにくい・保存しにくいパッケージがストレス◆ハム・ソーセージ はがしにくいハム、開けにくい・保存しにくいパッケージがストレス

・ハムが重なりはがしにくいことがある（59歳/東京都）

・ハムが薄くてくっつく（43歳/神奈川県）

・ハムを1枚だけ取り出すときに、ひっついて取りにくい（37歳/兵庫県）・ハムを1枚だけ取り出すときに、ひっついて取りにくい（37歳/兵庫県）

・ハムがくっついて、きれいに一枚ずつはがせないときがある（42歳/神奈川県）

・ハムは、ロースだと薄切りはくっついてしまい、朝忙しいときにはがすのが大変（34歳/東京都）

・ロースハムを一枚ずつはがそうとするとちぎれてしまう（41歳/千葉県）・ロースハムを一枚ずつはがそうとするとちぎれてしまう（41歳/千葉県）

・パック入りのハムを使うが、4枚1パックだが、はがすのが大変（46歳/兵庫県）

・4枚ずつの薄いハムで2枚ずつとか使う時、ハムをべたべた触ることになるので、不衛生のような気がする。剥がす時に、ハムが破れるときが
ある（47歳/東京都）

・ソーセージ。袋が開けにくいことが多い（36歳/山梨県）・ソーセージ。袋が開けにくいことが多い（36歳/山梨県）

・日本ハムのシャウエッセン マジックカットという袋を開けやすいように工夫されているのだが、１度に使いきることが少ないので、袋の中ほどで
開けるようになっているマジックカットは使わない。結局いつも上の端をハサミで切っている（45歳/兵庫県）

・ソーセージ二袋がテープで巻かれて販売されていますが、一つの袋で入っていた方がプラゴミが減ると感じます?開ける場所も真ん中がどこか
らでも切れるマジック素材ですが、真ん中がん開くので使いきらない場合は輪ゴムをして冷蔵庫へ保存するので手の摩擦で軽く閉まる素材な
どなれば嬉しいです（36歳/神奈川県）どなれば嬉しいです（36歳/神奈川県）

・袋入りソーセージが、配送時に守るためだとは思うが、空気で膨らんでいて冷蔵庫にしまいにくい。 購入後はいつも開封して空気を抜いて小さ
くしてから入れなければならず、面倒（54歳/東京都）

・ソーセージがなぜ空気パンパンに膨らませている意味がわからない。空気を抜いたときのソーゼージの少なさに分かっていながらも毎回がっ
かりする（41歳/東京都）

・ハムやソーセージはいったんパックを開けると保存の際きちんと閉じないので又ラップをしたりするのに困っています（51歳/東京都）

・ソーセージが好きですが大きく、一回で使い切れず保存が難しい半分位など大きさが選べたら良い（61歳/埼玉県）

・ハムやベーコン等の密閉された包装。一度開けてしまうともう閉まらないので、余りは毎回ラップに包まなくてはならないのが面倒に感じます
（24歳/神奈川県）
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・量の多いハム・ソーセージ類はジッパー付きで保存が楽だと嬉しいです。開封時にマジックカットでない商品もあるのでまだまだ鋏が手放せな
いです（46歳/大阪府）



調査期間： 2015.06.04～06.07
調査方法： リビング新聞公式ウェブサイト「リビングＷｅｂ」にてWEBアンケート
有効回答数 ： 女性303 平均年齢：43.8歳

女性（2015年/全国）
「暮らしの不便・不満についてのアンケート・食品編」

◆ハム・ソーセージ はがしにくい、開けにくい、保存しにくいパッケージがストレス◆ハム・ソーセージ はがしにくい、開けにくい、保存しにくいパッケージがストレス

・ハム ベーコンなどの真空パックの、食べきれなかった分を保存し難い(51歳/東京都）

・練り物やハムなど一度袋を開けると全部つかわないと乾燥するのでジップ式のパッケージがあればいいと思う（46歳/兵庫県）・練り物やハムなど一度袋を開けると全部つかわないと乾燥するのでジップ式のパッケージがあればいいと思う（46歳/兵庫県）

・チャック付きパッケージのソーセージがほしい。毎回クリップでとめているので、真空にできない（32歳/愛知県）

・ハム ベーコンなどの真空パックの、食べきれなかった分を保存し難い（51歳/東京都）

・ふたのある容器にハムが入っているといい（33歳/東京都）

・ハムのパッケージ：真空パックで包材を処理するときかさばらずに良いが、油っぽくなっている。油を吸い取るクッションなどがほしい（54歳/東京都）

・ハムのパッケージ開けても、閉められるような密閉式の商品があればいいなと思う（37歳/神奈川県）・伊藤ハムのグランドアルトバイエルンの
ロングタイプは一つのパッケージの分量がちょっと多い。少人数家族だと一度に全部は食べないので、全体の分量は変えなくていいから、小
分け出来るようにしてほしい。ジップ付きの袋だったり半量の切り取り型があればと思います（48歳/群馬県）

・ハムの賞味期限の短いものをもっと小分けにしてほしい（36歳/東京都）

・ハムやソーセージが２～３袋テープでまとめて売られていますが、わざわざテープをつけずに価格はそのままにして購入者が２～３個々にとっ
て会計すればいいので、テープをとってほしい（42歳/神奈川県）

・ベーコンのパッケージを剥がすのに力がいる（54歳/大阪府）

・ベーコンのパッケージはあけにくいものが多いです。チカラを入れなくても、簡単に開けれるといいのになと思います。角のめくりからあけても、
ベーコンは脂が多いので、途中からすべってあけづらいです。メーカー問わず、苦手です（43歳/千葉県）

・ソーセージ 表面のビニールをとるとき、どうしても両端の金具のところにソーセージが残ってしまい、子どもが金具ごと口にいれて処理してい
ます。金具はどうしても必要なのでしょうが、口にいれてもいいようなもので結ぶとか、両端に残らないようなパッケージにするとか、何かあれ
ばなと思います（34歳/和歌山県）

・フィッシュソーセージがいつも子供たちが自分でむけなくて、困っている。いつも歯で噛んで、引っ張って開けているし。なんとかしてほしい（35歳/大阪府）・フィッシュソーセージがいつも子供たちが自分でむけなくて、困っている。いつも歯で噛んで、引っ張って開けているし。なんとかしてほしい（35歳/大阪府）

・ハム・ソーセージ、特に魚のソーセージは途中で折れたりきれいに剥けないし、ハムは開け口にずれがないから持ち難いし開け難い（55歳/京都府）

Copyright© 2015 LIVING KurashiHOW Institute All rights reserved. 


